
大腿骨頚部骨折で手術を受けられる方へ 　　　　　　　　　　　　　　　　様 大腿骨頚部骨折地域連携パスシート
　説明者　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設名：長崎県島原病院

　　《急性期》　　　　約2週間　　　　長崎県島原病院 　　《回復期》　入院期間は、リハビリの状況で異なります！　（　　　　　　　　）病院 《維持期》　在宅（かかりつけ医）・施設

月　　　日　手術をします 転ばないように注意してリハビリを行ってください 受傷前の歩行状態に近づくのが目標です

　手術後は、ベッド上安静です 車椅子に乗れれば　平行棒または歩行器で起立を行います

　 起立がしっかりすれば　平行棒または歩行器で歩行します
手術後、２～３日目から車椅子に乗る練習を開始します

　　　　　　受傷前の歩行状態に近づくことを目標に徐々にリハビリを進めていきます

状態に合わせ　家庭環境を改善しましょう
歩行器が安定すれば　杖歩行を行います

杖歩行が安定すれば　階段の昇り降りを行います 　　　　　

手術後は、お風呂に入れないので体を拭きます 自分でできる身の回りのことは、継続して行いましょう
生活の中でリハビリをしていきます

手術後10日目以降で傷の状態がよければ抜糸します

入浴日にシャワー浴が出来ます
（最初は、必ず看護師と一緒に行います） 階段の昇り降りができれば　屋外で歩行します

◎　傷の状態がよい ◎　　家庭環境が整う

◎　痛みのコントロールができる ◎　　家族の理解がある
　

◎　歩行に向けてリハビリが順調に ◎　　日常生活動作が受傷前に近づく
　　進んでいる

主治医：

受け持ち看護師：

担当理学療法士：

　　　　 当院は急性期病院のため入院期間は、手術後約７～１４日間です　　 この期間に　在宅に向けての準備を進めていきましょう 　　◎　転倒予防のためにも　外出時は杖を使用しましょう
　　　   入院期間が長くなる場合、症状が安定した時点で転院をお願いしています 　介護保険の申請をしましょう（市役所） 　
　　　　   必要に応じ　住宅の改修をしましょう　 　　◎　家に閉じこもらないよう外出をしましょう
　　　 転院先などの調整のため当院のケースワーカーと面談をしていただき　 　　
　　　  患者様やご家族の希望をお伺いして転院先を調整していきます 　　◎　必要に応じ介護サービスの利用　　　　

◎　退院時、次回の島原病院受診について　 　　　   通所リハビリ・訪問看護・訪問介護などを利用しましょう
   　外来予約をして　お知らせします

※現在の状態に基づき、今後の経過を予測したものです。状態に応じて予定が変更になる場合があります。

上記内容の説明を受け同意しました。　　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　同意者サイン　　　　　　      　　　　　　　         　　　　　（　続柄　　　　　　　　　）

リハビリは回復期の病院へ転院して、継続して行います！

転院の条件

転院先の病院と当院は常に連携しています！何かあれば転院先でお尋ねください！

退院の条件


